
　傷病者の命を救い、社会復帰に導く為に必要となる一連の行いを「救命の連
鎖」といいます。
　救命の連鎖は、「心停止の予防」「心停止の早期認識と通報」「一次救命処置」
「二次救命処置と心拍再開後の集中治療」の四つの輪が途切れることなくすばや
く繋がる事で救命効果が高まります。
　「救命の連鎖」の最初の三つの輪は、現場に居合わせた市民により行われる事
が期待されます。
　市民により心肺蘇生が行われたほうが、行われなかったときよりも生存率が高
く、また市民がＡＥＤを使用し電気ショックを行ったほうが、救急隊の到着を待つこ
となく早く実施できるため、生存率や社会復帰率が高いことがわかっています。

＊救急車到着まで平均８分！ 

＜救命の連鎖＞ 



チョークサイン

①腹部突き上げ法

●傷病者を抱えるように後ろから手を回します
●片手で握りこぶしを作り、その親指側を傷病者のへそより
　上で、みぞおちの下方にあてます
●その手をもう一方の手で包むように握り、すばやく手前
　上方に向かって圧迫するように突き上げます。

②背部叩打法

●背中をたたきやすいように傷病者の横に回ります
●手の付根で肩甲骨の間を力強く、何度も
　連続してたたきます。

☆☆ポイントと注意点☆☆
●妊婦や乳児に対しては①の腹部突き上げ法は行っては
　いけません。②の背部叩打法のみを行います。

●横になっている傷病者が自力で起き上がれない
　場合は、②の背部叩打法を行います。

●腹部突き上げ法と背部叩打法の両方が実施可能な状況で、
　どちらか一方で行っても効果が無い場合はもう一方を試みます。

●腹部突き上げ法を行った場合は、腹部の内臓を痛めている可能性があるので
　実施したことを到着した救急隊に伝えて下さい。また、119番通報前に異物が
　取れた場合も、医師の診察を受けて下さい。

２．傷病者に反応（意識）がなくなった場合は心肺蘇生！！

腹部突き上げ法

背部叩打法

あります。
　出来なければ、次に説明する腹部突き上げ法と
背部叩打法を回数や順序は問わないので物が出る
まで繰り返し行います。

１．傷病者に反応（意識）がある場合

  この様なサインを見たときは、直ぐに１１９番通報
というサインです。
　右の図の様子は、世界共通で物が詰まって苦しい

するとともに咳が出来る状態か判断して下さい。
咳が出来る状態なら、咳をすることが一番効果が

はぁはぁ 

苦しい！ 



　一般に体内の血液の20％が急速に失われると出血性ショックという重い症状となり、
30％を失えば生命に危険を及ぼすといわれています。
  そのため、出血量が多いほど、止血の手当を迅速に行う必要があります。
大出血時の止血方法としては、出血部位を直接圧迫する直接圧迫止血法が基本です。

☆直接圧迫止血法

　　　１　出血部位を確認します
　　　２　出血部位を圧迫します

きれいなガーゼやハンカチなどを傷口に当て、手で圧迫
します。大きな血管からの出血の場合で、片手で圧迫しても
止血しないときは両手で体重を乗せながら圧迫止血します。

　

止血する時の注意点

  ● 止血の手当を行うときは、感染防止のため
　血液に直接触れないように注意します。
　ビニール・ゴム手袋の利用。それらがなければ、
  ビニールの買い物袋などを利用する方法もあります。

　
　● 出血を止めるために手足を細い紐や針金で
　　縛ることは皮膚や神経を損傷するおそれがあ
    るので行いません。

　● ガーゼなどが血液で濡れてくるのは、
　　出血部位と圧迫部位がずれているか、または
　　圧迫する力が足りないためです。

☆１１９番通報が必要な場合

　●　大量に出血している場合や、出血が止まらない場合 　　　　直接圧迫止血の方法

　　　ショックの症状が見られる場合はただちに　　
　　　１１９番通報して下さい。

　           　ビニール袋を使用した直接圧迫止血法

出 



　　　
　　　

※死戦期呼吸は心停止として扱う

くり返しくり返し

        必要あり        必要なし

　　　　　

　　　☆救命処置の流れ(心肺蘇生とＡＥＤの使用）

     胸骨圧迫   ● 強く（成人は少なくとも５ｃｍ・小児は胸の厚さの約１／３） 

 ● 速く（少なくとも１００回／分） 

 ● 絶え間なく(中断を最小にする） 

 ● 圧迫解除は胸がしっかり戻るまで 

     

    人工呼吸 

   ●人工呼吸できないか、ためらわれる場合は胸骨圧迫のみを続ける 

      

     心肺蘇生(胸骨圧迫 ３０回＋人工呼吸 ２回）を繰り返す 

  反応なし   呼吸をみる 

普段どおりの 

呼吸あり 

気道確保 

応援・救急隊を待つ 

回復体位を考慮する 

１ 
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6   

       ＡＥＤ装着 

●  電源を入れる 

7   心電図の解析 

電気ショックは必要か？ 

８ 

        

     電気ショック１回 

    
     ただちに胸骨圧迫から 

     心肺蘇生を再開 

９        

        ただちに胸骨圧迫から 

    心肺蘇生を再開 
10 

１１ １１ 

救急隊に引き継ぐまで、または傷病者が目を開けたり 
普段どおりの呼吸が出現するまで心肺蘇生を続ける 

  ※呼吸なし 

大声で叫び応援を呼ぶ 
１１９番通報・ＡＥＤ依頼（口頭指導あり） 
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